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　第１回臨時会が、１月26日に開かれ、令和４年度垂井町一
般会計補正予算、契約案件など、町長提出議案４件を審議・
議決しました。

第１回臨時会第１回臨時会

その他、今回の臨時会において審議・議決した議案等

・垂井町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び
垂井町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

可　決 １件

・専決処分の承認について承　認 １件

・太田佳祐君の議員辞職の件許　可 １件

・議会運営委員会委員の補充選任選　任 １件

可 決

　歳入歳出予算にそれぞれ1,708万２千円を追加し、歳入歳出の総
額がそれぞれ106億7,199万８千円になりました。

●出産・子育て応援給付金給付事業
　妊娠から出産・子育てまでの様々な相談に応じながら経済的な
支援を行うため、妊娠届時に面談を受けた妊婦を対象に５万円を、
出生後の保健師等による面談を受けた養育者を対象に新生児１人
あたり５万円を給付。

令和４年度垂井町一般会計補正予算（第９号）

可 決

　（仮称）旧庁舎跡地にぎわい創出施設整備事業を進める中で、建設工事の資材価格の高騰や、追加工事に
伴い施設整備費用等が１億2,578万５千円増額することを受け、議会では、請負契約の変更について審議し、
可決しました。

●契約金額（変更後）　　15億2,388万５千円
●追加工事内容　　①旧JAにしみの垂井支店用地を駐車場として
　　　　　　　　　　整備
　　　　　　　　　②事業区域西側を公園として整備し、インク
　　　　　　　　　　ルーシブ遊具を含む大型遊具などを設置

（仮称）旧庁舎跡地にぎわい創出施設整備事業請負契約の変更
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可 決

　町巡回バス利用者数の増加を図るため、１日乗り放題の「１日乗
車券」を導入するにあたり、関係する条例の一部改正について可決
しました。

●令和５年度から１日乗車券（乗り放題）を追加

　今後の財政支出に備えるため、基金を増額しました。

●財政調整基金　　9,195万３千円を増額

　児童手当の支給対象児童の減少等により、経費を減額しまし
た。

●児童手当給付事業　　1,100万円を減額

　ワクチン接種事業終了に伴う精算事務に要する経費を追加し
ました。

●新型コロナウイルスワクチン接種事業
　1,076万５千円を増額

垂井町巡回バス運行条例の一部改正

可 決

　歳入歳出予算にそれぞれ2,571万３千円を追加し、歳入歳出の総額がそれぞれ106億9,771万１千円になり
ました。なお、歳出予算の主なものは、以下のとおりです。

令和４年度垂井町一般会計補正予算（第10号）

　３月定例会は、３月２日から17日までの会期16日間で開か
れ、令和５年度垂井町一般会計、特別会計及び公営企業会計
予算、条例の改正、令和４年度一般会計及び特別会計補正予
算など、町長提出議案22件、議会議案１件を審議・議決しま
した。

第２回定例会第２回定例会

種別 金額
100円
1,000円
2,000円
5,000円
9,000円
300円

乗車料金(１人１乗車)
回数券

定期券

１日乗車券(１人１日乗車)

100円券(11枚つづり)
１カ月
３カ月
６カ月

New
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令和４年度予算額 前年度比
11.8%
△5.2%
△1.8%
皆減

△19.9%
△1.6%
1.7%

増減なし
増減なし
3.4%
29.0%

5.4%

96億3,000万円
75億5,067万円
28億1,000万円
6,100万円

14億6,400万円
3,700万円
1,160万円

27億5,000万円
107万円

4億1,600万円
7億3,000万円

179億1,067万円

107億7,000万円
71億6,127万円
27億6,000万円

0円
11億7,200万円
3,640万円
1,180万円

27億5,000万円
107万円

4億3,000万円
9億4,200万円

188億7,327万円

○一般会計 
○特別会計  合計 
    国民健康保険
    簡易水道
    公共下水道事業
    農業集落排水事業
    不破郡介護認定審査会
    介護保険
    不破郡障害者総合支援認定審査会
    後期高齢者医療
○水道事業

              総合計

令和５年度予算額会計区分

　令和５年度の一般会計、特別会計及び公営企業会計予算の９議案については、藤墳理委員長ほか９名の委
員で構成する「予算審査特別委員会」を設置し、審査を付託しました。予算審査特別委員会では、３月８日、９日、
10日の３日間にわたり審査を行い、その結果、いずれも可決すべきものと決定しました。その後、本会議で
委員長報告を行い、起立採決の結果、総員起立により委員長報告のとおり可決しました。

令和５年度予算
総員起立により可決

総額188億7,327万円（前年度比5.4％増）
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使用料及び手数料　200,585  1.9%

その他の依存財源　244,986  2.3%

県支出金
747,991
6.9%

県支出金
747,991
6.9%

国庫支出金
1,234,895
11.5%

国庫支出金
1,234,895
11.5%

町債
1,190,000
11.0%

町債
1,190,000
11.0%

地方交付税
1,550,000
14.4%

地方交付税
1,550,000
14.4%

その他自主財源　150,676  1.4%

諸収入　93,974  0.9%
繰越金　200,000  1.9%

繰入金
840,002
7.8%

地方消費税交付金　630,000  5.8％

町税
3,686,891
34.2%

町税
3,686,891
34.2%自主財源

48.0%
自主財源
48.0%

依存財源
52.0%

依存財源
52.0%

商工費　208,251  1.9％
農林水産業費　462,930  4.3％

公債費　578,299  5.4％
消防費　501,047  4.7％

衛生費
836,802
7.8％

教育費
1,199,169
11.1％

土木費
1,058,314
9.8％

総務費
2,329,434
21.6％

民生費
3,459,518
32.1％

議会費 95,367  0.9％
労働費 10,817  0.1％
その他 30,052  0.3％

予算審査特別委員会からの付帯意見

　令和５年度垂井町一般会計、特別会計及び公営企業会計予算の可決にあたり、以下の意見を付しま
した。

　我が国においては、景気は緩やかに持ち直している。しかし、不安定な社会情勢により物価が高騰
するなど、先行きは見通せず、国民生活や経済活動への影響の長期化が懸念される。
　また、少子化による人口減少が進んでいる中、垂井町が目指す子育て支援の実現に向けて、その対
策と若年層の転出抑制、転入促進を積極的に取り組まなければならない。
　こうした状況のなか、本町では令和５年度の町税が増収見込みとなるものの、 エネルギー価格の高
騰により、町施設の光熱水費が増加するなど、財政負担が大きくなる傾向がみられる。
　このことから、各種事業の遂行にあたっては、「垂井町第６次総合計画」に基づき、各課が連携し、
計画的かつ効果的な予算執行に努められるとともに、町民の声を広く聴き、「持続可能なまちづくり」
に向けて取り組まれたい。

令和５年度予算の詳細は、広報たるい４月号を
ご覧ください。

予算審査特別委員会の主な質疑は６ページをご覧ください。

一般会計

歳出歳入
（千円）（千円）
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　公共下水道の接続率を上げるための考えは。
　すでに合併浄化槽で処理していることや公共下水道へ接続のための資金
等の問題により、公共下水道に接続されていない方がいる。そのため、定
期的に職員が訪問し、公共下水道への接続をお願いしている。

Ｑ.
Ａ.

○庁舎東館改修工事基礎調査等業務の内容
○ふれあい長寿フェアのあり方
○創業支援事業の効果
○ヤドリギの撤去

○留守家庭児童教室の利用料金
○認知症高齢者等見守り支援事業の啓発
○地区計画のスケジュール
○文化会館大ホール舞台技術管理業務　　など

公共下水道の推進

　光熱水費が高騰している中、受益者負担としてごみ袋の値上げを検討さ
れたか。
　ごみ袋の値段を近隣市町と比較すると、同額なところが多い。値上げす
ることで不法投棄が増える要因になるおそれがあるため、慎重に検討する。

Ｑ.

Ａ.

町指定ごみ袋

　多言語ユニバーサル情報配信ツールとは。
　多言語に翻訳するアプリを導入する。アプリ内に広報やチラシ等を掲載
すると、自動で10カ国語に翻訳されるため、町からの情報を広く周知でき
ることを期待している。

Ｑ.
Ａ.

多文化共生事業

　英語指導助手の配置数の拡充を考えているか。
　年間の英語の授業時間数の半分ほどに英語指導助手が入っている。子ど
もたちには、英語の学力を伸ばすとともに、英語指導助手との関わりを通
して、国際感覚を磨くことを期待している。

Ｑ.
Ａ.

英語教育の充実

その他の質疑

　予算審査特別委員会では、令和５年度一般会計予
算、各特別会計予算及び企業会計予算について、担
当所管課から令和５年度の主要事業内容などの説明
を聴取し、審査を行いました。

予算審査特別委員会
委員長　藤墳　理
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可 決

・町道路線の認定について
・指定管理者の指定について

可　決 ２件

可　決 ５件

・副町長の選任について同　意 １件

・こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例の制定について
・垂井町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について
・垂井町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び垂井町放課後児
童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
・垂井町国民健康保険条例の一部改正について
・垂井町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

歳入歳出予算にそれぞれ116万８千円を追加し、
歳入歳出の総額がそれぞれ28億2,433万６千円になりました。

令和４年度垂井町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

その他、今回の定例会において審議・議決した議案等

可 決歳入歳出予算にそれぞれ6,208万１千円を追加し、
歳入歳出の総額がそれぞれ１億2,422万８千円になりました。

令和４年度垂井町簡易水道特別会計補正予算（第４号）

可 決歳入歳出予算にそれぞれ3,157万４千円を追加し、
歳入歳出の総額がそれぞれ14億6,292万６千円になりました。

令和４年度垂井町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

可 決歳入歳出予算にそれぞれ150万円を追加し、
歳入歳出の総額がそれぞれ28億6,614万１千円になりました。

令和４年度垂井町介護保険特別会計補正予算（第２号）
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　町巡回バスの更新によるルート変更は一部だけか。全体的
な見直しは行わないのか。
　栗原・表佐・東線「すこやか号」のルートに「栗原西」の
バス停を増設した。全体的な見直しは、公共交通会議に諮り
ながら行っていきたいと考えている。

Ｑ.

Ａ.

　（仮称）旧庁舎跡地にぎわい創出施設の名称を募集する
にあたり、応募資格は団体や複数人でも可能か。
　学校のクラス単位や団体による応募についても、柔軟に
対応していきたいと考えている。

Ｑ.

Ａ.

　適正な管理ができていない空き家の所有者への対策は。
　相続関係や経済的な理由など、様々な事情により空き家を
管理できていない所有者がいる。そのため、その所有者にあ
った対応を専門家を含めて行っていく。

Ｑ.
Ａ.

空き家対策

町巡回バスの見直し

（仮称）旧庁舎跡地にぎわい創出施設の名称募集

○公共施設個別計画の対策内容
○消防団員定数
○スマートフォン決済の拡充
○庁舎周辺の市街化調整区域における市街化区域の拡大の検討　　　など

○垂井町第６次総合計画
○農業委員会及び農地利用最適化推進委員の募集
○岐阜県水道広域化推進プラン（案）

その他の協議・報告事項

　総務産業建設委員会では、総務課、企画調整課、
税務課、建設課、都市計画課、産業課、上下水道課、
選挙管理委員会、監査委員及び農業委員会の担当事
業に関する内容について調査研究を行っています。

総務産業建設委員会
委員長　乾　　豊
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　朝倉運動公園の再整備にあたり、遊具の整備など、乳幼児
関係にも力を入れるべきと考えるが。
　プロジェクトチームでは、企業や団体等との意見交換を行
い、朝倉運動公園の可能性を探っている。遊具等について、
具体的な話し合いは行っていないが、企業等からの意見を聴
取しながら検討していく。

Ｑ.

Ａ.

　役場庁舎でのマイナンバーカード専用の受付窓口は、引
き続き行うのか。
　申請に来られる方が多くみえるため、引き続き、専用受
付窓口を設置する。加えて、マイナンバーカードの利便性
を周知するとともに、取得促進の広報に尽力する。

Ｑ.

Ａ.

　物価が高騰する中、学校給食に地産地消の食材を使用して
いるか。
　地元の食材を使用するように努めている。町内の農家で力
を入れているところもあるため、地産地消の食材の使用率は
高まっている。

Ｑ.

Ａ.

学校給食に地産地消の食材

朝倉運動公園再整備の検討

マイナンバーカード

○第３次教育大綱及び第３次教育ビジョン
○文化会館舞台照明設備更新工事
○留守家庭児童教室の入室受付状況
○学校、こども園における新型コロナウイルス感染症の対応　　　など

○第３次垂井町生涯スポーツ振興計画基本計画
○陶磁器・粗大ごみ収集
○新型コロナワクチン接種

その他の協議・報告事項

　文教厚生委員会では、健康福祉課、子育て推進
課、住民課及び教育委員会の担当事業に関する内
容について調査研究を行っています。

委員長　中村　ひとみ
文教厚生委員会
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交
通
安
全
に
関
す
る
情

報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
・
生

徒
の
安
全
な
通
学
路
の
確
保
な
ど
、
町

民
に
対
す
る
交
通
教
育
や
交
通
安
全
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
町
交

通
指
導
員
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
の
開

催
や
、
交
通
指
導
車
両
に
よ
る
町
内
巡

視
、
児
童
の
登
校
班
に
同
行
す
る
な
ど
、

通
学
時
の
安
全
対
策
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
大
人
の
目
線
と
子
ど
も
の
目
線
で
は
、

危
険
や
怖
さ
を
感
じ
る
箇
所
が
違
う
と

思
う
た
め
、
子
ど
も
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
は
。

　
副
町
長　
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
や
校
長
会
等
も
交
え
、
町
通
学
路
安

全
推
進
会
議
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
子

ど
も
の
目
線
を
意
識
し
た
意
見
を
い
た

だ
け
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
政
治
参
画
に
向
け
た
模
擬
選
挙
や
小

中
高
生
と
の
対
話
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
教
育
長　
子
ど
も
た
ち
が
町
議
会
や

町
の
仕
事
な
ど
に
関
心
を
持
ち
、
町
の

活
性
化
や
将
来
に
向
け
た
提
案
を
す
る

こ
と
で
、
政
治
参
画
へ
の
意
識
を
高
め

る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
垂
井

町
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば

と
願
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
模
擬
選
挙
、

不
破
高
校
も
含
め
た
児
童
・
生
徒
と
の

対
話
な
ど
の
取
組
も
模
索
し
て
い
く
。

　
総
務
課
長　
学
校
及
び
県
選
挙
管
理

委
員
会
と
協
力
し
、
児
童
・
生
徒
の
教

育
課
程
に
あ
わ
せ
た
協
力
や
高
等
学
校

で
の
模
擬
選
挙
の
開
催
な
ど
、
機
会
を

通
じ
て
小
中
高
生
の
思
い
や
考
え
方
を

聞
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

　
小
中
学
校
に
出
向
き
、
実
際
に
子
ど

も
た
ち
と
対
話
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

　
副
町
長　
出
前
講
座
を
行
う
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
と
対
話
す
る
た
め
の
一
つ

の
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ぜ
ひ

出
前
講
座
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
質
問

不破高校での模擬選挙（平成27年度実施）

問答

問答 答

答

問問 答答答

通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て　
ほ
か

乾
　
　
豊 

議
員

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

政
治
参
画
に
向
け
た
小
中
高
生
と

の
対
話
に
つ
い
て
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移住パンフレット

　
垂
井
町
に
定
住
し
て
よ
か
っ
た
と
評

価
し
て
い
た
だ
け
る
施
策
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
町　
長　
町
内
の
若
い
定
住
者
が
賃

貸
住
宅
か
ら
町
内
で
新
築
ま
た
は
住
宅

を
購
入
さ
れ
る
場
合
な
ど
、
新
た
な
支

援
を
行
う
制
度
を
新
年
度
か
ら
実
施
す

る
。
定
住
者
に
向
け
た
固
定
資
産
税
相

当
額
の
助
成
な
ど
に
つ
い
て
も
、
今
後

の
参
考
に
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
の
抑

制
に
つ
い
て
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
税
務
課
長　
固
定
資
産
税
相
当
額
の

助
成
は
、
誰
も
が
分
か
り
や
す
く
、
受

け
入
れ
や
す
い
施
策
で
あ
る
。
ま
た
、

当
該
制
度
は
、
一
時
的
な
税
収
に
と
ら

わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
中
長
期
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
想
定
す
る
中
で
の
人
口

増
加
や
税
収
確
保
に
つ
な
が
る
政
策
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
運
用

し
て
い
る
移
住
者
の
た
め
の
支
援
制
度

内
容
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
他
の
市
町

村
の
減
免
規
定
に
伴
う
制
度
設
計
や
先

進
事
例
等
を
十
分
調
査
し
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

　
東
京
圏
か
ら
の
移
住
実
績
や
、
清
流

の
国
ぎ
ふ
移
住
支
援
の
実
績
、
移
住
定

住
促
進
住
宅
支
援
の
リ
フ
ォ
ー
ム
以
外

の
実
績
は
。

　
企
画
調
整
課
長　
東
京
圏
か
ら
の
移

住
、
ま
た
清
流
の
国
ぎ
ふ
移
住
支
援
補

助
金
に
つ
い
て
、
移
住
条
件
の
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
こ
と
か
ら
実
績
は
な
い
。

　
垂
井
町
企
業
立
地
促
進
条
例
第
２
条

第
１
項
第
１
号
の
そ
の
他
町
長
が
適
当

と
認
め
る
事
業
と
は
ど
の
よ
う
な
事
業

が
想
定
さ
れ
る
か
。

　
町　
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
社
会
全
体
の
価

値
観
も
変
わ
り
、
今
後
の
企
業
活
動
に

お
い
て
は
新
た
な
業
種
が
生
ま
れ
て
く

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
現
段
階
で
は

具
体
的
な
事
業
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、

対
象
業
種
に
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

慎
重
を
期
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
投
下
固
定
資
産
の
総
額
を
１
億
円
以

上
か
ら
を
、
対
象
事
業
者
を
増
や
す
べ

く
、
５
，
０
０
０
万
円
以
上
に
変
更
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　
町　
長　
企
業
側
の
ニ
ー
ズ
、
他
市

町
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
垂

井
町
を
魅
力
的
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
大
規
模
商
業
施
設
や
宿
泊
施
設
な
ど

は
、
そ
の
他
町
長
が
適
当
と
認
め
る
事

業
に
該
当
す
る
か
。

　
副
町
長　
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
拡

大
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
町
政
の
進
展

に
寄
与
す
る
事
業
と
い
う
と
こ
ろ
が
決

め
手
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。
町
が
魅

力
あ
る
ま
ち
と
な
る
、
そ
の
よ
う
な
施

設
で
も
あ
る
べ
き
と
思
う
の
で
、
こ
れ

か
ら
内
部
で
も
調
整
し
、
協
議
を
か
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
内
企
業
に
関
す
る
投
下
固
定
資
産

を
把
握
す
る
た
め
の
情
報
収
集
は
さ
れ

て
い
る
か
。

　
産
業
課
長　
中
小
企
業
の
方
が
設
備

投
資
さ
れ
る
も
の
に
対
し
て
、
直
接
的

な
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。
業
務
等
で

町
内
を
巡
回
し
た
際
、
把
握
し
た
場
合

は
、
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

問答 答

問問問 答 答

問答

問答 答

人
口
減
少
抑
制
策
に

つ
い
て　
ほ
か 若

山
隆
史 

議
員

企
業
立
地
促
進
に
つ
い
て

人
口
減
少
抑
制
策
に
つ
い
て
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北部浄水場

　
北
部
簡
易
水
道
を
上
水
道
に
統
合
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら

の
垂
井
町
水
道
事
業
の
在
り
方
も
含
め
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
副
町
長　
北
部
簡
易
水
道
の
施
設
統

合
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
上
水
道
の
配

水
池
と
の
高
低
差
の
関
係
か
ら
、
新
た

に
中
継
ポ
ン
プ
設
備
や
自
然
流
下
方
式

に
適
し
た
高
台
に
配
水
池
を
設
け
、
さ

ら
に
配
水
管
網
の
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
最
近
の

電
気
料
金
な
ど
動
力
費
の
高
騰
や
物
価

上
昇
に
よ
る
資
機
材
や
工
事
費
の
高
騰

に
よ
り
、
事
業
費
に
も
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
た
め
、
財
政
状
況
を
鑑

み
な
が
ら
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

入
念
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
来
年
度
に
水
道
事
業
基
本
計
画
を
策

定
し
、
整
備
計
画
を
作
成
す
る
予
定
を

し
て
い
る
た
め
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
で
き
る
だ
け
早
く
統
合
時
期
に
つ

い
て
お
示
し
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
北
部
簡
易
水
道
を
上
水
道
に
統
合
す

る
に
は
、
昭
和
63
年
の
供
用
開
始
か
ら

50
年
近
く
要
す
る
の
か
。

　
上
下
水
道
課
長　
来
年
度
の
水
道
事

業
基
本
計
画
策
定
及
び
整
備
計
画
の
中

で
計
画
を
練
り
、
お
示
し
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
地
域
の
み
な
さ
ん
は
、
も
っ
と
早
く

実
現
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

何
が
一
番
の
原
因
か
。

　
上
下
水
道
課
長　
事
業
費
が
最
大
の

原
因
と
な
る
。
最
近
の
物
価
上
昇
等
や
、

他
の
水
道
施
設
の
整
備
、
更
新
等
も
あ

る
た
め
、
財
政
面
も
併
せ
て
、
北
部
簡

易
水
道
施
設
の
統
合
を
検
討
し
て
い
く
。

　
更
年
期
症
状
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
月
経
前
症

候
群
）
に
つ
い
て
の
町
の
認
識
は
。

　
健
康
福
祉
課
長　
女
性
は
性
ホ
ル
モ

ン
の
動
き
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
や
す
い

疾
患
や
症
状
が
起
こ
り
や
す
く
、
女
性

特
有
の
健
康
問
題
へ
の
支
援
の
必
要
性

が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
生
涯
に
わ
た
る
様
々
な

変
化
の
中
で
健
康
的
に
過
ご
す
た
め
に

は
、
本
人
や
家
族
の
方
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
相
談
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

相
談
体
制
の
充
実
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　
健
康
福
祉
課
長　
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
月
１
回
健
康
栄
養
相
談
を
実
施

し
、
女
性
特
有
の
健
康
も
含
め
、
体
や

心
の
健
康
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
受

け
る
と
と
も
に
、
相
談
日
に
限
ら
ず
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
随
時
受
け
て
い
る
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
適
正
な
人
員
確
保
に
努
め
、
相

談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
、
ま
た
情
報

発
信
、
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
く
。

　
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
は
、
ど
の

よ
う
に
連
携
さ
れ
て
い
る
か
。

　
健
康
福
祉
課
長　
不
破
郡
医
師
会
と

連
携
を
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

今
後
は
女
性
特
有
の
問
題
に
つ
い
て
も

調
整
や
連
絡
、
相
談
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
考
え
は
。

　
総
務
課
長　
新
た
な
事
業
を
行
う
に

は
、
資
格
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
た
め
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
正
な
人

員
確
保
を
し
て
い
き
た
い
。

　
治
療
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
、
検

討
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　
健
康
福
祉
課
長　
治
療
内
容
や
保
険

適
用
等
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
猿
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
、
町
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
有
効
な

対
策
は
。

　
町　
長　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
対
策
と
し
て
、

追
い
払
い
に
活
用
で
き
る
よ
う
爆
竹
や

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
を
配
付
し
て
き
た
が
、

現
在
は
人
馴
れ
が
進
み
逃
げ
る
そ
ぶ
り

も
見
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。
本
年
度
、

新
た
な
対
策
と
し
て
、
県
の
鳥
獣
被
害

対
策
専
門
指
導
員
か
ら
の
紹
介
に
よ
り
、

地
獄
檻
式
の
箱
罠
導
入
事
業
を
展
開
し
、

岩
手
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
箱

罠
を
設
置
し
て
い
る
。
次
年
度
以
降
も
、

本
年
度
の
取
組
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

他
地
区
へ
の
檻
の
設
置
な
ど
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。
導
入
地
区
に
つ
い

て
は
、
群
れ
の
活
動
状
況
や
被
害
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

協
議
会
で
の
審
議
を
踏
ま
え
決
定
し
て

い
き
た
い
。

　
人
口
減
少
を
見
越
し
た
未
来
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
町　
長　
現
在
よ
り
人
も
財
政
規
模

も
縮
小
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
縮
小
す

る
速
度
に
合
っ
た
行
政
運
営
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
総
合
計
画
の
後
期
５
か
年
計

画
で
は
、「
若
い
世
代
や
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
よ
る
便
利
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
」、「
次
代
に
引
き
継
ぐ
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」を
重
点
戦
略
と
し
て
位

置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
の
７
つ
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
て
横
断
的
に
推
進
し
、
垂

井
町
の
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
く
と
と
も
に
、
第
７
次
総
合
計
画

へ
引
き
継
が
れ
る
も
の
と
し
て
い
き
た

い
。

　
未
来
を
想
定
し
た
効
率
的
な
行
政
運

営
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
町　
長　
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

（
業
務
の
流
れ
）
の
構
築
が
欠
か
せ
な

い
と
考
え
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、

業
務
の
効
率
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
分

野
に
よ
い
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、

魅
力
的
な
垂
井
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
材

料
と
し
て
も
有
効
的
に
活
用
し
て
い
く
。

　
人
口
減
少
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
な

ら
ば
、
こ
れ
だ
け
の
行
政
施
設
が
必
要

か
。

　
町　
長　
人
口
減
少
す
る
中
で
、
総

合
計
画
の
テ
ー
マ
戦
略
が
ど
こ
ま
で
効

果
が
あ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
調
整
が

こ
れ
か
ら
の
５
か
年
に
求
め
ら
れ
る
。

時
に
は
こ
の
戦
略
の
修
正
を
含
め
、
こ

の
指
針
に
基
づ
き
な
が
ら
動
い
て
い
く
。

　
未
来
戦
略
室
、
将
来
課
と
い
っ
た
新

た
な
課
を
設
置
し
て
は
。

　
町　
長　
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
大
幅

に
変
え
る
と
き
や
見
直
し
を
す
る
中
で
、

そ
う
し
た
所
管
部
署
も
考
え
ら
れ
る
た

め
検
討
し
て
い
く
。

　
新
た
な
産
業
育
成
・
企
業
誘
致
を
ど

の
よ
う
捉
え
て
い
く
か
。

　
産
業
課
長　
地
域
外
の
方
に
農
業
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
短
期
で

の
就
労
を
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
の
構
築
、

構
築
に
当
た
っ
て
は
Ｄ
Ｘ
を
活
用
す
る

こ
と
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。
現
在
の

経
営
体
は
変
更
せ
ず
、
農
業
に
関
わ
る

方
を
増
や
し
て
い
く
手
法
の
た
め
、
地

域
の
皆
様
の
不
安
も
解
消
で
き
、
従
事

さ
れ
る
方
が
ど
う
い
っ
た
方
な
の
か
、

実
際
関
わ
り
、
働
く
様
子
も
分
か
る
こ

と
か
ら
、
参
入
障
壁
を
下
げ
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

林
業
分
野
の
企
業
進
出
は
、
西
南
濃
森

林
組
合
が
実
施
す
る
間
伐
事
業
に
対
し

補
助
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
切
捨
て
間

伐
だ
け
で
な
く
利
用
間
伐
も
行
わ
れ
て

い
る
。
間
伐
材
の
利
活
用
促
進
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
様
々
な
視
点
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
採
算
が
合
わ
な
い
と
企
業
進
出
さ
れ

な
い
の
で
、
官
側
が
迎
え
な
が
ら
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
産
業
課
長　
民
間
企
業
の
進
出
も
、

今
後
の
施
策
を
考
え
て
い
く
上
で
は
大

変
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
い
た
だ
き

な
が
ら
共
に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

問問

問答

問 問答 答

答 答
女
性
特
有
の
健
康
支
援
に
つ
い

て【
更
年
期
障
が
い

と
Ｐ
Ｍ
Ｓ（
月
経
前

症
候
群
）】　
ほ
か

木
村
千
秋 

議
員

北
部
簡
易
水
道
の
上
水
道
化
に
つ

い
て

女
性
特
有
の
健
康
支
援
に
つ
い
て

【
更
年
期
障
が
い
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ（
月
経

前
症
候
群
）】

問答

北
部
簡
易
水
道
の
上

水
道
化
に
つ
い
て

栗
田
利
朗 

議
員
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更
年
期
症
状
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
月
経
前
症

候
群
）
に
つ
い
て
の
町
の
認
識
は
。

　
健
康
福
祉
課
長　
女
性
は
性
ホ
ル
モ

ン
の
動
き
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
や
す
い

疾
患
や
症
状
が
起
こ
り
や
す
く
、
女
性

特
有
の
健
康
問
題
へ
の
支
援
の
必
要
性

が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
生
涯
に
わ
た
る
様
々
な

変
化
の
中
で
健
康
的
に
過
ご
す
た
め
に

は
、
本
人
や
家
族
の
方
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
相
談
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

相
談
体
制
の
充
実
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　
健
康
福
祉
課
長　
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
月
１
回
健
康
栄
養
相
談
を
実
施

し
、
女
性
特
有
の
健
康
も
含
め
、
体
や

心
の
健
康
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
受

け
る
と
と
も
に
、
相
談
日
に
限
ら
ず
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
随
時
受
け
て
い
る
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
適
正
な
人
員
確
保
に
努
め
、
相

談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
、
ま
た
情
報

発
信
、
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
く
。

　
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
は
、
ど
の

よ
う
に
連
携
さ
れ
て
い
る
か
。

　
健
康
福
祉
課
長　
不
破
郡
医
師
会
と

連
携
を
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

今
後
は
女
性
特
有
の
問
題
に
つ
い
て
も

調
整
や
連
絡
、
相
談
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
考
え
は
。

　
総
務
課
長　
新
た
な
事
業
を
行
う
に

は
、
資
格
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
た
め
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
正
な
人

員
確
保
を
し
て
い
き
た
い
。

　
治
療
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
、
検

討
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　
健
康
福
祉
課
長　
治
療
内
容
や
保
険

適
用
等
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
猿
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
、
町
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
有
効
な

対
策
は
。

　
町　
長　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
対
策
と
し
て
、

追
い
払
い
に
活
用
で
き
る
よ
う
爆
竹
や

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
を
配
付
し
て
き
た
が
、

現
在
は
人
馴
れ
が
進
み
逃
げ
る
そ
ぶ
り

も
見
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。
本
年
度
、

新
た
な
対
策
と
し
て
、
県
の
鳥
獣
被
害

対
策
専
門
指
導
員
か
ら
の
紹
介
に
よ
り
、

地
獄
檻
式
の
箱
罠
導
入
事
業
を
展
開
し
、

岩
手
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
箱

罠
を
設
置
し
て
い
る
。
次
年
度
以
降
も
、

本
年
度
の
取
組
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

他
地
区
へ
の
檻
の
設
置
な
ど
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。
導
入
地
区
に
つ
い

て
は
、
群
れ
の
活
動
状
況
や
被
害
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

協
議
会
で
の
審
議
を
踏
ま
え
決
定
し
て

い
き
た
い
。

　
人
口
減
少
を
見
越
し
た
未
来
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
町　
長　
現
在
よ
り
人
も
財
政
規
模

も
縮
小
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
縮
小
す

る
速
度
に
合
っ
た
行
政
運
営
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
総
合
計
画
の
後
期
５
か
年
計

画
で
は
、「
若
い
世
代
や
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
よ
る
便
利
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
」、「
次
代
に
引
き
継
ぐ
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」を
重
点
戦
略
と
し
て
位

置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
の
７
つ
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
て
横
断
的
に
推
進
し
、
垂

井
町
の
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
く
と
と
も
に
、
第
７
次
総
合
計
画

へ
引
き
継
が
れ
る
も
の
と
し
て
い
き
た

い
。

　
未
来
を
想
定
し
た
効
率
的
な
行
政
運

営
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
町　
長　
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

（
業
務
の
流
れ
）
の
構
築
が
欠
か
せ
な

い
と
考
え
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、

業
務
の
効
率
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
分

野
に
よ
い
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、

魅
力
的
な
垂
井
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
材

料
と
し
て
も
有
効
的
に
活
用
し
て
い
く
。

　
人
口
減
少
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
な

ら
ば
、
こ
れ
だ
け
の
行
政
施
設
が
必
要

か
。

　
町　
長　
人
口
減
少
す
る
中
で
、
総

合
計
画
の
テ
ー
マ
戦
略
が
ど
こ
ま
で
効

果
が
あ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
調
整
が

こ
れ
か
ら
の
５
か
年
に
求
め
ら
れ
る
。

時
に
は
こ
の
戦
略
の
修
正
を
含
め
、
こ

の
指
針
に
基
づ
き
な
が
ら
動
い
て
い
く
。

　
未
来
戦
略
室
、
将
来
課
と
い
っ
た
新

た
な
課
を
設
置
し
て
は
。

　
町　
長　
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
大
幅

に
変
え
る
と
き
や
見
直
し
を
す
る
中
で
、

そ
う
し
た
所
管
部
署
も
考
え
ら
れ
る
た

め
検
討
し
て
い
く
。

　
新
た
な
産
業
育
成
・
企
業
誘
致
を
ど

の
よ
う
捉
え
て
い
く
か
。

　
産
業
課
長　
地
域
外
の
方
に
農
業
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
短
期
で

の
就
労
を
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
の
構
築
、

構
築
に
当
た
っ
て
は
Ｄ
Ｘ
を
活
用
す
る

こ
と
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。
現
在
の

経
営
体
は
変
更
せ
ず
、
農
業
に
関
わ
る

方
を
増
や
し
て
い
く
手
法
の
た
め
、
地

域
の
皆
様
の
不
安
も
解
消
で
き
、
従
事

さ
れ
る
方
が
ど
う
い
っ
た
方
な
の
か
、

実
際
関
わ
り
、
働
く
様
子
も
分
か
る
こ

と
か
ら
、
参
入
障
壁
を
下
げ
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

林
業
分
野
の
企
業
進
出
は
、
西
南
濃
森

林
組
合
が
実
施
す
る
間
伐
事
業
に
対
し

補
助
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
切
捨
て
間

伐
だ
け
で
な
く
利
用
間
伐
も
行
わ
れ
て

い
る
。
間
伐
材
の
利
活
用
促
進
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
様
々
な
視
点
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
採
算
が
合
わ
な
い
と
企
業
進
出
さ
れ

な
い
の
で
、
官
側
が
迎
え
な
が
ら
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
産
業
課
長　
民
間
企
業
の
進
出
も
、

今
後
の
施
策
を
考
え
て
い
く
上
で
は
大

変
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
い
た
だ
き

な
が
ら
共
に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

問答

問問 答答問答
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

未
来
の
垂
井
町
の
た
め
に

未
来
の
垂
井
町
の
た

め
に

藤
墳
　
理 

議
員

問答問答
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人
口
減
少
を
見
越
し
た
未
来
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
町　
長　
現
在
よ
り
人
も
財
政
規
模

も
縮
小
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
縮
小
す

る
速
度
に
合
っ
た
行
政
運
営
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
総
合
計
画
の
後
期
５
か
年
計

画
で
は
、「
若
い
世
代
や
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
よ
る
便
利
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
」、「
次
代
に
引
き
継
ぐ
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」を
重
点
戦
略
と
し
て
位

置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
の
７
つ
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
て
横
断
的
に
推
進
し
、
垂

井
町
の
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
く
と
と
も
に
、
第
７
次
総
合
計
画

へ
引
き
継
が
れ
る
も
の
と
し
て
い
き
た

い
。

　
未
来
を
想
定
し
た
効
率
的
な
行
政
運

営
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
町　
長　
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

（
業
務
の
流
れ
）
の
構
築
が
欠
か
せ
な

い
と
考
え
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、

業
務
の
効
率
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
分

野
に
よ
い
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、

魅
力
的
な
垂
井
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
材

料
と
し
て
も
有
効
的
に
活
用
し
て
い
く
。

　
人
口
減
少
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
な

ら
ば
、
こ
れ
だ
け
の
行
政
施
設
が
必
要

か
。

　
町　
長　
人
口
減
少
す
る
中
で
、
総

合
計
画
の
テ
ー
マ
戦
略
が
ど
こ
ま
で
効

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
行
政
が
密
に

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
。

　
子
育
て
推
進
課
長　
他
の
自
治
体
で

実
施
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
を
運
営
す
る
団
体
の

視
察
な
ど
を
行
い
、
事
業
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
団
体
に
、
補
助
に
つ
い
て

も
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
奨
学
金
の
代
理
返
還
制
度
を
導
入
す

る
企
業
へ
の
支
援
制
度
を
創
設
し
て
は
。

　
産
業
課
長　
地
元
企
業
へ
の
Ｕ
・
Ｉ

・
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
や
人
材
確
保
の
促
進

に
つ
な
が
る
動
機
づ
け
と
な
る
の
で
あ

れ
ば
、
企
業
へ
の
支
援
は
大
変
有
効
な

手
段
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
す

で
に
実
施
し
て
い
る
先
進
自
治
体
の
実

施
状
況
や
そ
の
効
果
な
ど
を
調
査
し
な

が
ら
、
制
度
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　
町
内
の
企
業
へ
の
具
体
的
な
周
知
や

働
き
か
け
な
ど
は
こ
れ
か
ら
か
。

　
産
業
課
長　
企
業
連
絡
会
の
活
用
や
、

町
商
工
会
に
働
き
か
け
な
が
ら
、
制
度

の
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

果
が
あ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
調
整
が

こ
れ
か
ら
の
５
か
年
に
求
め
ら
れ
る
。

時
に
は
こ
の
戦
略
の
修
正
を
含
め
、
こ

の
指
針
に
基
づ
き
な
が
ら
動
い
て
い
く
。

　
未
来
戦
略
室
、
将
来
課
と
い
っ
た
新

た
な
課
を
設
置
し
て
は
。

　
町　
長　
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
大
幅

に
変
え
る
と
き
や
見
直
し
を
す
る
中
で
、

そ
う
し
た
所
管
部
署
も
考
え
ら
れ
る
た

め
検
討
し
て
い
く
。

　
新
た
な
産
業
育
成
・
企
業
誘
致
を
ど

の
よ
う
捉
え
て
い
く
か
。

　
産
業
課
長　
地
域
外
の
方
に
農
業
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
短
期
で

の
就
労
を
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
の
構
築
、

構
築
に
当
た
っ
て
は
Ｄ
Ｘ
を
活
用
す
る

こ
と
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。
現
在
の

経
営
体
は
変
更
せ
ず
、
農
業
に
関
わ
る

方
を
増
や
し
て
い
く
手
法
の
た
め
、
地

域
の
皆
様
の
不
安
も
解
消
で
き
、
従
事

さ
れ
る
方
が
ど
う
い
っ
た
方
な
の
か
、

実
際
関
わ
り
、
働
く
様
子
も
分
か
る
こ

と
か
ら
、
参
入
障
壁
を
下
げ
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

林
業
分
野
の
企
業
進
出
は
、
西
南
濃
森

林
組
合
が
実
施
す
る
間
伐
事
業
に
対
し

補
助
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
切
捨
て
間

伐
だ
け
で
な
く
利
用
間
伐
も
行
わ
れ
て

い
る
。
間
伐
材
の
利
活
用
促
進
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
様
々
な
視
点
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
採
算
が
合
わ
な
い
と
企
業
進
出
さ
れ

な
い
の
で
、
官
側
が
迎
え
な
が
ら
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
産
業
課
長　
民
間
企
業
の
進
出
も
、

今
後
の
施
策
を
考
え
て
い
く
上
で
は
大

変
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
い
た
だ
き

な
が
ら
共
に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

　
０
歳
児
の
見
守
り
訪
問
事
業
の
具
体

的
な
展
開
は
。

　
町　
長　
安
心
し
て
出
産
、
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
に
伴
走
型
の
相
談
支
援

事
業
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
べ
く
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
も
実
施
し
て
い

る
。
民
間
の
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、

ま
た
適
正
な
人
員
確
保
に
努
め
つ
つ
、

０
歳
児
だ
け
で
な
く
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
家
事
支
援
員
等
の
資
格
を
取
る
た
め

の
支
援
制
度
な
ど
が
必
要
で
は
。

　
町　
長　
特
定
の
資
格
取
得
に
対
す

る
制
度
の
創
設
は
、
な
か
な
か
困
難
な

問
題
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
妊
娠
期
か

ら
出
産
後
も
継
続
し
て
支
援
が
必
要
な

方
が
増
え
つ
つ
あ
る
た
め
、
支
援
内
容

の
充
実
も
必
要
だ
と
実
感
し
て
い
る
。

　
柔
軟
か
つ
積
極
的
に
子
ど
も
食
堂
の

整
備
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
子
育
て
推
進
課
長　
第
３
期
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
に
向

け
て
、
令
和
５
年
度
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
中
で
子

ど
も
の
居
場
所
へ
の
ニ
ー
ズ
も
併
せ
て

調
査
す
る
。
地
域
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
居
場

所
の
運
営
や
経
営
を
支
援
す
る
人
材
や

団
体
の
確
保
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

問問答 答

問答

問答問答

問答

安
心
で
安
全
な
子
育
て
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
（
子
育
て
応
援
ト
ー

タ
ル
プ
ラ
ン
を
受
け
て
）

安
心
で
安
全
な
子
育
て
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

（
子
育
て
応
援
ト
ー
タ

ル
プ
ラ
ン
を
受
け
て
）

中
村
ひ
と
み 
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人
口
減
少
を
見
越
し
た
未
来
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
町　
長　
現
在
よ
り
人
も
財
政
規
模

も
縮
小
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
縮
小
す

る
速
度
に
合
っ
た
行
政
運
営
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
総
合
計
画
の
後
期
５
か
年
計

画
で
は
、「
若
い
世
代
や
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
よ
る
便
利
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
」、「
次
代
に
引
き
継
ぐ
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」を
重
点
戦
略
と
し
て
位

置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
の
７
つ
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
て
横
断
的
に
推
進
し
、
垂

井
町
の
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
く
と
と
も
に
、
第
７
次
総
合
計
画

へ
引
き
継
が
れ
る
も
の
と
し
て
い
き
た

い
。

　
未
来
を
想
定
し
た
効
率
的
な
行
政
運

営
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
町　
長　
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

（
業
務
の
流
れ
）
の
構
築
が
欠
か
せ
な

い
と
考
え
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、

業
務
の
効
率
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
分

野
に
よ
い
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、

魅
力
的
な
垂
井
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
材

料
と
し
て
も
有
効
的
に
活
用
し
て
い
く
。

　
人
口
減
少
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
な

ら
ば
、
こ
れ
だ
け
の
行
政
施
設
が
必
要

か
。

　
町　
長　
人
口
減
少
す
る
中
で
、
総

合
計
画
の
テ
ー
マ
戦
略
が
ど
こ
ま
で
効

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
行
政
が
密
に

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
。

　
子
育
て
推
進
課
長　
他
の
自
治
体
で

実
施
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
を
運
営
す
る
団
体
の

視
察
な
ど
を
行
い
、
事
業
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
団
体
に
、
補
助
に
つ
い
て

も
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
奨
学
金
の
代
理
返
還
制
度
を
導
入
す

る
企
業
へ
の
支
援
制
度
を
創
設
し
て
は
。

　
産
業
課
長　
地
元
企
業
へ
の
Ｕ
・
Ｉ

・
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
や
人
材
確
保
の
促
進

に
つ
な
が
る
動
機
づ
け
と
な
る
の
で
あ

れ
ば
、
企
業
へ
の
支
援
は
大
変
有
効
な

手
段
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
す

で
に
実
施
し
て
い
る
先
進
自
治
体
の
実

施
状
況
や
そ
の
効
果
な
ど
を
調
査
し
な

が
ら
、
制
度
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　
町
内
の
企
業
へ
の
具
体
的
な
周
知
や

働
き
か
け
な
ど
は
こ
れ
か
ら
か
。

　
産
業
課
長　
企
業
連
絡
会
の
活
用
や
、

町
商
工
会
に
働
き
か
け
な
が
ら
、
制
度

の
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
泥
川
治
水
対
策
浸
水
被
害
防
止
に
関

す
る
要
望
の
進
捗
状
況
は
。

　
町 

長　
県
か
ら
平
成
21
年
度
に
策

定
さ
れ
た
牧
田
川
圏
域
河
川
整
備
計
画

の
中
で
検
討
す
る
と
、
回
答
を
受
け
て

お
り
、
ま
た
計
画
の
中
に
は
泥
川
に
つ

い
て
は
排
水
機
場
を
整
備
す
る
と
明
記

さ
れ
て
い
る
。
町
で
は
、
浸
水
被
害
を

少
し
で
も
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
令
和
５

年
度
に
取
得
用
地
の
換
地
精
算
金
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。
今
後
も
地
域
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
県
と
連
携
を
図
り
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
境
野
た
め
池
の
現
在
の
状
況
と
今
後

の
改
修
は
。

　
産
業
課
長　
た
め
池
の
堤
体
内
部
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
経
年
劣
化
に
よ
り

複
数
の
管
の
継
ぎ
目
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
剥
が
れ
、
水
が
漏
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
た
め
池
機
能
を
回
復

さ
せ
る
た
め
に
は
堤
体
か
ら
根
本
的
な

補
修
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
多
額
の

予
算
が
必
要
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

県
事
業
と
し
て
改
修
で
き
な
い
か
調
整

を
図
っ
て
い
る
。

　
町
内
た
め
池
の
機
能
点
検
の
実
施
方

法
は
。

　
産
業
課
長　
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
に
た
め
池
保
全
管
理
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
県
の
た
め
池

等
専
門
職
の
指
導
の
下
、
町
内
全
て
の

た
め
池
の
点
検
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　
防
災
行
政
無
線
の
点
検
の
実
施
方
法

は
。

　
企
画
調
整
課
長　
毎
年
、
役
場
庁
舎

内
に
あ
る
操
作
卓
か
ら
屋
外
拡
声
子
局

に
対
し
、
動
作
試
験
や
性
能
試
験
な
ど

の
保
守
点
検
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

修
繕
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
自
然
災
害
か
ら
住
民
の
命
を
守
る
た

め
の
情
報
伝
達
に
対
す
る
町
の
考
え
方

は
。

　
企
画
調
整
課
長　
防
災
無
線
は
基
本

的
に
は
屋
外
で
情
報
収
集
を
行
う
ツ
ー

ル
と
し
て
、
ま
た
メ
ー
ル
配
信
や
防
災

ア
プ
リ
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は

屋
内
・
屋
外
を
問
わ
ず
広
く
情
報
収
集

を
行
う
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ

の
活
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
公
共
施
設
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
促
進
に
つ
い
て
の
方
向
性
は
。

　
企
画
調
整
課
長　
公
共
施
設
の
う
ち
、

避
難
所
施
設
で
の
停
電
時
に
お
け
る
対

応
に
つ
い
て
は
、
避
難
者
の
生
活
を
考

え
る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
公
共
施
設
に
お
け
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
に
つ
い

て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
13
番
目
の
目
標
に

掲
げ
て
い
る
気
候
変
動
に
対
す
る
具
体

的
な
対
策
も
念
頭
に
置
き
、
今
後
、
垂

井
町
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
を
視
野
に
入

れ
た
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
く
。

果
が
あ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
調
整
が

こ
れ
か
ら
の
５
か
年
に
求
め
ら
れ
る
。

時
に
は
こ
の
戦
略
の
修
正
を
含
め
、
こ

の
指
針
に
基
づ
き
な
が
ら
動
い
て
い
く
。

　
未
来
戦
略
室
、
将
来
課
と
い
っ
た
新

た
な
課
を
設
置
し
て
は
。

　
町　
長　
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
大
幅

に
変
え
る
と
き
や
見
直
し
を
す
る
中
で
、

そ
う
し
た
所
管
部
署
も
考
え
ら
れ
る
た

め
検
討
し
て
い
く
。

　
新
た
な
産
業
育
成
・
企
業
誘
致
を
ど

の
よ
う
捉
え
て
い
く
か
。

　
産
業
課
長　
地
域
外
の
方
に
農
業
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
短
期
で

の
就
労
を
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
の
構
築
、

構
築
に
当
た
っ
て
は
Ｄ
Ｘ
を
活
用
す
る

こ
と
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。
現
在
の

経
営
体
は
変
更
せ
ず
、
農
業
に
関
わ
る

方
を
増
や
し
て
い
く
手
法
の
た
め
、
地

域
の
皆
様
の
不
安
も
解
消
で
き
、
従
事

さ
れ
る
方
が
ど
う
い
っ
た
方
な
の
か
、

実
際
関
わ
り
、
働
く
様
子
も
分
か
る
こ

と
か
ら
、
参
入
障
壁
を
下
げ
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

林
業
分
野
の
企
業
進
出
は
、
西
南
濃
森

林
組
合
が
実
施
す
る
間
伐
事
業
に
対
し

補
助
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
切
捨
て
間

伐
だ
け
で
な
く
利
用
間
伐
も
行
わ
れ
て

い
る
。
間
伐
材
の
利
活
用
促
進
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
様
々
な
視
点
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
採
算
が
合
わ
な
い
と
企
業
進
出
さ
れ

な
い
の
で
、
官
側
が
迎
え
な
が
ら
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
産
業
課
長　
民
間
企
業
の
進
出
も
、

今
後
の
施
策
を
考
え
て
い
く
上
で
は
大

変
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
い
た
だ
き

な
が
ら
共
に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

　
０
歳
児
の
見
守
り
訪
問
事
業
の
具
体

的
な
展
開
は
。

　
町　
長　
安
心
し
て
出
産
、
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
に
伴
走
型
の
相
談
支
援

事
業
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
べ
く
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
も
実
施
し
て
い

る
。
民
間
の
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、

ま
た
適
正
な
人
員
確
保
に
努
め
つ
つ
、

０
歳
児
だ
け
で
な
く
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
家
事
支
援
員
等
の
資
格
を
取
る
た
め

の
支
援
制
度
な
ど
が
必
要
で
は
。

　
町　
長　
特
定
の
資
格
取
得
に
対
す

る
制
度
の
創
設
は
、
な
か
な
か
困
難
な

問
題
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
妊
娠
期
か

ら
出
産
後
も
継
続
し
て
支
援
が
必
要
な

方
が
増
え
つ
つ
あ
る
た
め
、
支
援
内
容

の
充
実
も
必
要
だ
と
実
感
し
て
い
る
。

　
柔
軟
か
つ
積
極
的
に
子
ど
も
食
堂
の

整
備
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
子
育
て
推
進
課
長　
第
３
期
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
に
向

け
て
、
令
和
５
年
度
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
中
で
子

ど
も
の
居
場
所
へ
の
ニ
ー
ズ
も
併
せ
て

調
査
す
る
。
地
域
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
居
場

所
の
運
営
や
経
営
を
支
援
す
る
人
材
や

団
体
の
確
保
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

　一般質問の様子をより多くの
人に見ていただけるよう、動画
配信サイト「ＹｏｕＴｕｂｅ」
で配信しています。議員名の横

のＱＲコードを読み
取ると、動画を見る
ことができます。

運用方針は▶
こちらから

問問 答答

問 問答 答問答

問 問答答問答

問答

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

地
域
防
災
計
画
に
つ

い
て

角
田
　
寛 

議
員

15 たるい議会だより 2023.５

一般質問



 町議会議員として、15年以上にわたり地方自治
の振興発展に尽くした功績により、後藤省治議
員と木村千秋議員が全国町村議会議長会自治功
労者表彰を受賞されました。　
　３月２日、第２回定例会第１日の開会前に表
彰伝達式を行い、富田栄次議長から両議員へ賞
状が手渡されました。

　４月９日、伊吹祭りが伊富岐神社で行われ、
神楽が奉納されました。
　天明７年から始まり、五穀豊穣と安全を祈願
して毎年続けられています。

　３月定例会では、令和５年度の各予算について、
担当所管から説明を聴取するなどして、慎重に審
査し、意見を付けて可決しました。
　今後も議会・議員活動について、分かりやすく
発信していきます。

広報研究会一同

　栗原・表佐・東線の町巡回バス「すこやか号」
が更新されたため、議員が見学しました。町民の
みなさんが便利で快適に利用できることを確認し
ました。

２月
22日（水）　議会運営委員会
27日（月）　県町村議会議長会　理事会
　　　　　第３回西南濃町村議会議長会
　　　　　第２回不破郡町村議会議長会

３月
２日（木）　第２回定例会第１日
　　　　　全員協議会
　　　　　文教厚生委員会
３日（金）　文教厚生委員会
７日（火）　総務産業建設委員会
８日（水）　予算審査特別委員会
９日（木）　予算審査特別委員会
10日（金）　予算審査特別委員会
15日（水）　第２回定例会第２日
16日（木）　全員協議会
　　　　　予算審査特別委員会
17日（金）　第２回定例会第３日
23日（木）　県町村議会議長会　第４回評議員会

伊吹祭り　神楽を奉納

全国町村議会議長会
自治功労者表彰を受賞

議会活動日誌

編集後記

町巡回バスを更新

表紙
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